
人工知能と知識処理研専(1)は今から 32 年前，人工知
能第二次ブームの真っただ中の 1985 年（昭和 60 年）12
月に新設の提案がされた．設立主旨を見ると，「近年，
人工知能や認識処理に対する関心が高まり，その基礎か
ら応用まで広く研究が行われている．～中略～一方先駆
的な立場にあるアメリカ合衆国では，アメリカ人工知能
協会（AAAI）がこれらの研究を統一的に扱っていて，
人工知能に関する研究発表の大会を，隔年に主催してい
る．また人工知能国際会議（IJCAI）が隔年に開かれて
いるが，現在，この会議を担当する日本国内の組織がな
いため，会議運営に国内の研究者の意見を反映させるこ
とが困難である．」とある．
現在，世の中は，第三次人工知能ブームで盛り上がっ
ている．連日のニュースや新聞，番組で人工知能の言葉
が踊っている．本研専においても，新たな局面，ターニ
ングポイントに差し掛かっている．
さて，今後を語る前に，過去を知らないと何も語れな
い．そこで，CiNii(2)で「人工知能と知識処理」で調査
を行ってみた．CiNii では，1993～2017 年までの 24 年
間の間に，約 370 人の著者によって執筆された 1997 件
の論文情報が閲覧可能である．これ以前については，印
刷資料にて確認が可能である．これらの執筆者の名前を
確認すると，本研専においていかにすごい方々が関わっ
てきたのかが分かる．様々な学会の元会長，元理事，世
界的に有名な研究者，若手で精力的に活躍している研究
者など，多くの有名な先人たちの名前で埋め尽くされて
いる．先人たちが築き上げた，長い歴史を持つ人工知能
と知識処理研専であるが，長い歴史があるがゆえの問題
点も存在する．
日本では，現在高齢化社会の影響もあり，また，ポス

トの問題もあり，研究者を目指す学生の絶対数が減って
きている．つまり，若手研究者が減ってきつつあり，こ
れからの時代を担う若手研究者をどのように増やしてい
くのかは，切実な問題である．
また，現在では，設立された時代とは異なり，他学会

においても多くの類似研究会が設立されている．本研専
は，32 年の歴史を持つが，他学会の類似研究会との交
流や，連携も今後の大きな課題になるだろう．近年は，
研究テーマが，社会システム，コミュニケーション，異
文化，雰囲気工学，データ市場，Linked Open Data，
人間共生システムなど，筆者自身の企画も含め，研究対
象がかなり拡大されてきていると感じられる．テーマの
拡大はある意味良いことではあるが，研専の目指すべき
方向性については，コンセンサスが明確にあるわけでは
ない．今後議論の対象であると考えられる．
また，本研専から世界へ直接つながる方向性を模索す

ることも一つの大きな目標であると考えられる．先人た
ちの活躍に負けぬよう，今後のますますの発展を目指し
たい．
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